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１ 単元名 ゴムや風でものをうごかそう
２ 目標

○ ゴムや風の力が物を動かすことに興味・関心をもち，進んでゴムや風の働きを調べようとする。
（自然事象への関心・意欲・態度）

○ ゴムや風の力を働かせたときの現象の違いを比較して，それらを考察し，自分の考えを表現す
ることができる。 （科学的な思考・表現）

○ ゴムののばし方や風の強さを変えたときの車の動きを調べ，その過程や結果を記録することが

できる。 （観察・実験の技能）
○ ゴムや風には，物を動かす働きがあることを理解できる。 （自然事象についての知識・理解）

３ 単元について
(１) 教材について

本単元は，学習指導要領理科第３学年「Ａ物質・エネルギー」の（２）イ「ゴムの力は，物を

動かすことができること」を受けて設定されている。
児童は，鯉のぼりや風車などが風によって動いている現象を目にしている。大多数の児童が生

活科等で，ゴムや風で動く物やおもちゃを使って遊んだ経験があり，ゴムや風の力で物を動かす
ことができるという体験を積んでいる。

生活科や日常生活での体験を基にしながら，さらに児童の科学的な体験の充実や概念の形成を

図ることができる教材である。
(２) 児童の実態（略）
(３) 指導観について

本単元では，ゴムや風で動く車を使った実験を通して，ゴムや風の力を働かせたときの現象の
違いを比較する能力を育てる。また，ゴムや風は，その力を利用すれば物を動かすことができる

という，エネルギーとしての見方や考え方も養っていきたい。
児童は，生活科の学習でのゴムや風を使った遊びの体験を通して，ゴムや風の力で物を動かす

ことができることは知っているものの，「より遠くへ」「より高くへ」動かすために必要な方法な
どは知らない児童も多い。今回の学習を通して，予想や仮説の持ち方，結果のまとめ方なども身
に付けていきたい。そこで，ゴムや風の力を体感する体験活動を多く設定し，主体的に問題を解

決していけるようにする。さらに自ら行った実験の結果と予想や仮説を照らし合わせて考察して
いく。ゴムや風の強弱などによる物の動き方について，調べた結果を数値化し表に整理していく
ことで，科学的な見方や考え方をもてるようにしていきたい。

４ 指導と評価の計画（８時間扱い）
第１次 ものをうごかすゴム ５時間

時間 主な学習内容 評価規準

１ ○ゴムを使って遊び，ゴムのはたらき ・ゴムの力が物を動かすことに興味・関心をもち，進
２ を体感する。 んでのばされたゴムの働きを調べようとしている。

○ゴムで動く車を作り，ゲームをする。 （関・意・態）

３ ○ゴムののばし方を変えると，車の動 ・ゴムののばし方を変えて車を動かしたときの様子を
４ きはどのように変わるかを調べる。 比較して，ゴムの働きについて自分の考えを表現し

ている。 （思・表）

・ゴムののばし方を変えたときの車の動き方を調べ，
その過程や結果を記録している。 （技）

・のばされたゴムには，物を動かす働きがあることを
理解している。 （知・理）

⑤ ○やってみよう ・輪ゴムののばし方や数や太さを変えて，ゴムで動く

本時 もっと遠くまで進む車を作る。 車を走らせたときの様子を比較して，ゴムの力の働
きを考察し，自分の考えを表現している。

（思・表）

第２次 ものをうごかす風 ３時間



５ 本時の学習
(１) 目標

輪ゴムののばし方や数，太さを変えてゴムで動く車を走らせたときの様子を比較して，ゴムの
力の働きを考察し，自分の考えを表現することができる。

(２) 準備・資料

ゴムで動く車，輪ゴム，ワークシート，前時までの学習掲示物，電子黒板
(３) 展開 （◎は，個への対応）

配時 学習活動及び内容 教師のかかわりと評価

２ １ 前時の学習を振り返る。 ○ 距離を伸ばしている車の様子を動画で振り
〈キーワード〉 返り，車の走る距離は，「ゴムのもとにもど

・ゴムのもとにもどろうとする力 ろうとする力」や「のび」と関係があったこ
とを確認させ，キーワードを引き出す。

２ 本時の課題を確認する。

ゴムで動く車をもっと遠くまで走ら

せるにはどうしたらよいだろう。
◎ 予想を立てられずにいる児童には，車を走

らせた時の活動を振り返るよう助言する。
５ ３ 予想を立て，予想を確かめるための ○ そろえるところと変えるところを明確にし

実験方法を考える。 て実験ができるよう助言する。

・ゴムを少しのばしたときと，たくさ （太さを変える→のばす長さ，数をそろえる
んのばしたときを比べてみよう。 のばす長さを変える→スタート位置をそろ

・ゴムの数が１本のときと２本のとき える。）
を比べよう。 （数を変える→スタート位置，のばす長さを

・ゴムの太さが細いときと太いときの そろえる。）

車の動く距離を調べよう。 ○ 実験計画は，図や言葉で表すように助言す
る。

◎ グループ内で，それぞれの実験方法を交流
し，児童が自分の考えを自信をもって発表で
きるようにする。

１０ ４ 実験を行う。 ○ ゴムが古くなって切れやすくなっていない

分 かなどを事前に確認し，児童には安全に配慮
するように指導する。

○ 児童がそれぞれの実験の結果をまとめやす
いように，事前に表の枠を用意しておく。

１２ ５ 実験の結果について話し合う。 ○ 実験結果から分かることを，自分の言葉で
・ゴムの数をふやした方がゴムのもと 書くように促す。

にもどうろうとする力が強くなるの ○ どのくらい車の進む距離が違うか，ゴムの
で，遠くまで走る。 太さや数を変える前と変えたあとの実験の結

・ゴムを太くした方がゴムのもとにも 果を比べてみるように促す。
どうろうとする力が強くなるので，
遠くまで走る。 輪ゴムののばし方や数や太さを変えて走ら

せたときの様子を比較して，ゴムの力の働き
を考察し，自分の考えを表現している。

（思・表）※発表・ノート

８ ６ 本時のまとめをする。 ○ 本時の課題とキーワードに着目し，課題に
対して本時のまとめをするように助言する。

ゴムのもとにもどろうとする力を強 ○ ゴムの力は物を動かすことができることを
くしたときに、車はもっと遠くまで動 おさえる。

く。

７ 次時の活動内容を知る。 ○ 次時は風の力の働きについて調べることを
伝える。


